
平成 30 年度 

学力向上に向けた取り組み 
 確かな学力の育成には、基本的な知識及び技能を習得させ、これら

を活用して課題を解決する思考力や判断力等を養うことが必要です。

そのためには、主体的・協働的に学ぶ学習（アクティブ・ラーニン

グ）が効果的です。よって、課題解決や学び合いを取り入れた授業

実践を推進し、さらなる学力向上を図る必要があります。そこで、

尼崎市教育委員会が平成 28 年度より新たな取組として、アクティ

ブ・ラーニング推進事業を実施しています。学校が学力向上アクシ

ョンプラン(計画)を立て、教育委員会が予算をつけてくれました。

本校ホームページに掲載しましたので、一度ご確認お願いします。 

ホームページアドレス  http://www.ama-net.ed.jp/school/j17/ 

具体的な取組（抜粋） 
①新学習システムの活用(県教委事業) 

2 年・3 年の英語と 3 年数学の授業において、学級を効果的な

少人数学習集団に編成し、きめ細かな指導により学力の確実な定

着と個性の伸長を図る。 

②アクティブ・ラーニング指導補助嘱託員の配置(尼崎市アクティ

ブ・ラーニング推進事業)  

１年の国語科において同室複数指導を行い、主体的・協働的な

学習を支援する。 

・作文指導（表現力を育成し学ぶ意味を感じとらせる） 

・漢字学習の徹底 

③ＮＩＥ活動（7年目、平成25年度から市の支援で毎日3社の新聞

を取っている） 

国語科の授業で新聞を活用して考える力、表現する力の育成に

取り組んでいる。 

④家庭学習の定着 

各自が自主学習ノートを作成、家庭で自主的に学習した内容を提

出、担任が点検指導。 

⑤放課後・夏季休業中の補充学習（尼崎市学力定着支援事業） 

・月曜日の放課後（15:45～17:45）に、全学年対象として、５教科

を中心とした補充・発展学習を行う。教職経験者をリーダーとして 

 

 

 

 

 

 

 

１人、大学生を中心としたチューター５人で学習支援。 

・夏季休業中、各学年宿題や復習等する補充学習において、生徒が

自主学習する中で生じる疑問や問いかけに対して適切な学習支援

を行う。 

・二学期以降、3年生を対象に2月高校入試までの25日間、放課後、 

補充・発展学習を実施。 

授業参観・育友会総会 
 165 名の参加ありがとうございました 

 5月23日（水）6校時に授業参観を、引き続き育友会総会を行いま

した。学級担任の授業でもあり、多いところでは 15 名以上の参観者

がいる学級もありました。 

 また、その後開かれた育友会総会において、平成 30 年度新役員が

承認されました。昨年度会長の和田さんが再任、新たに4人の役員が

改選され新執行部が発足しました。一年間、よろしくお願いします。 
そして、真鍋・前田副会長をはじめ平成 29 年度の役員の皆様には

本当にお世話になりありがとうございました。 

１年生宿泊学習（ハチ高原）無事終了 
クラスや学年の絆を深めることができました。 

5月16日(水)、17日(木)バス5台に分乗し

て、養父市ハチ高原に

一泊二日の宿泊学習に

行きました。 
○『友達と協力し、

仲間との絆を深めよ

う！！』を目標に掲げ、

新しい友達・仲間と一緒に野外活動を通して

仲間意識を育むことができました。一人ひと

りがしっかり意識して取り組み、目標を達成

することができました。 
天気に恵まれ予定し

ていた活動全て取り組

みました。具体的には、

登山、レクレーション、

飯盒炊さんに取り組み

ました。 
自分たちで火をおこし、ご飯を炊いて、カ

レ－、ハヤシライス、ビーフシチューを作ってみんなで一緒に美味

しくいただきました。 
学校に帰ってきた一年生のみなさんの顔は、達成感で自信に満ち

あふれ、たくましく成長した顔になっていました。 

当日朝、カレーのみ注文できます！！ 

先日、全家庭に案内プリントを配布しました。当日の朝、電話で

カレーライス(1 食 280 円)を注文できます。5 月 21 日(月)から 1 学

期間、保護者から、午前8時～8時30分までに事業者（ナフス南株

式会社：06-6553-2351）へ電話で中学校名、学年、組、生徒の名前

を伝え、申し込みをしてください。※申込み後のキャンセルはでき

ません。 

 

女子バスケット部  好文カップ 2018 

・団体 優勝 
・個人 最優秀選手賞：3年 山崎  優秀賞：3年 中村 

スクールカウンセラーからのお知らせ 
みなさま、はじめまして～ 
そして、今年度もどうぞよろしくお願いします。 
今年度もおじゃますることになり、3年目となります。 

 
もうこの時期には、「しんどい」「だるい」「学校に行きたくない」「～が

いやだ」などと言っている子どもさんはいませんか？そのようなときに何

かきいても、「別に」「めんどくさい」「うざぃ」などと返ってくるだけ。な

かなか子どもたちがどんなふうに思っているのかはわかりにくいと保護者

の方からお聞きします。わからないことをご一緒に考えて、少しでも子ど

もたちの生きやすさを考えていきたいと思っています。 
＊課題が出せない 
＊学校に行くのがしんどすぎる 
＊友だちができない 
＊何か困ったことがある 
どんなことでもかまいませんので、どうぞお気軽にご利用ください。 
対象：保護者の方、児童、生徒 
場所：北校舎２階の相談室（３年控え室のお隣） 
時間：月曜日 10時～16時 
（どうしてもご都合が悪い場合は、ご連絡を） 
カウンセラー：臨床心理士 川勝規子 
申し込み方法：担当 眞田先生、もしくは担任まで 

℡06-6436-2241 

〈校訓〉 

＊考える人になろう 

＊助け合う人になろう 

＊たくましい人になろう 
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